






















 India, which is geopolitically a nation of importance in South Asia, is awakening. India has so far 
maintained a nonaligned stance as a diplomatic maneuver after independence. As India is faced with the 
changes of the post-Cold War power balance, “NONALIGNMENT 2.0”, a report produced by a group of 
India’s analysts and policy makers, which was released in March, 2012. However, criticism that 
“NONALIGNMENT 2.0” is a fair but empty phrase has been raised by realists because it lacks 
geopolitical strategic thinking based on the present international situation. Nonaligned strategy without a 
strategy is too dangerous. In addition, in order for India to awake, “NONALIGNMENT 3.0”, covering the 
issue of the sea in the 21st century, which will contribute to peace and prosperity in the world, is needed.
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	1）	 Sunil Khilnani et al	（2012）	NONALIGNMENT 2.0 A Foreign and Strategic Policy for India in the Twety First Century。
（資料）「白地図、世界地図、日本地図が無料」等により作成。
（注） 　⃝－⃝は友好関係を表わす。「真珠の首飾り」は中国、「ダイヤのネックレス」はインドの海洋戦略を表わす。


























図表 2 - 1 　インドと南アジア諸国の概要
インド パキスタン バングラデシュ ミャンマー ブータン ネパール スリランカ
人口（百万人：IMF） 1,223.2 178.9 150.0 63.7 0.7 31.0 20.7
面積（千 km2：外務省） 3,287 796 147 676 38 147 65
名目 GDP（億米ドル：IMF） 1,824.8 231.9 122.7 53.1 2.2 19.4 59.4
現役軍（千人：IISS） 1,325 642 157 406 10 95 160
（資料）IMF、外務省、IISS 等により作成。面積は http://ecodb.net/ranking/area.html のランキング掲載値に従った。
（資料）筆者作成。西原正ほか編（2010）参照。
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図表 2 - 3 　インドと関係国との関係
表面（nominal） 実態（real）
現状 先行き 現状 先行き
米国 希薄 接近 接近 強化
中国 接近 強化 希薄 敵対
パキスタン 対立 一部緩和 対立 対立
ロシア 友好 友好 友好 価値低下
南アジア周辺国 関与 強化 関与 強化









































































3.1.2　「非同盟：第 2 版」（NONALIGNMENT 2.0）とは何か？
　インド対外政策の報告書である「非同盟：第 2 版」は、国際情勢が不確実ゆえ、インドは多様な
	7）	 Kapur は、南アジアでのインドの覇権国家的な外交の特徴を「大国主義」と呼ぶ。これは、今後、インドの強大化で周辺国に認
識される対印脅威観でもある。Harish Kapur（2009）Foreign Policies of India's Prime Ministers,	Lancer,	p. 410.





















































　IMF によれば、2030年にはインドは世界第 4 位の経済力を持ち、世界の GDP の 4 ％を占めると予


























図表 3 - 1 　インド、日米中のGDP推移
実質 GDP 成長率（％） 世界に占めるシェア（％）
2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 1990年 2010年 2017年（推計）
2030年
（推計）
イ ン ド 9.5 10.0 6.2 6.6 10.6 7.2 6.9 1.5 2.5 3.1 4.0
アメリカ 2.7 1.9 -0.3 -3.5 3.0 1.7 2.1 26.2 23.0 21.0 17.0
日　　本 1.7 2.2 -1.0 -5.5 4.4 -0.7 2.0 14.0 8.7 7.1 5.8













　この間、中国は ASEAN との FTA で先行している。2011年の中国・ASEAN の貿易額は、約3,600
億ドルで、インドは中国の後塵を拝している。またインドにとり、ASEAN の玄関口ミャンマーで、
海外企業の投資意欲の高まりがインドを大きく刺激している。




























北朝鮮 6 ～ 8 ？
計 n.a. 19,000
（資料）SIPRI	等により作成。 （資料）著者作成。














は 4 年前の60発から現在は最大110発と、インドの100発を超えたとされる（図表 4 - 1 ）。
　更に、原発支援問題では、NPT（核拡散防止条約）、CTBT（包括的核実験禁止条約）に非加盟のイ
ンドが米仏ロ等と原子力協定を締結して原発建設を推進する一方で、パキスタン（インド同様 NPT・
































































































（万トン） 数 国名など 作戦機数
中国 160 米国 640.2 1,075 米国 3,497
インド 113 ロシア 204.7 960 中国 2,074
北朝鮮 102 中国 135.2 1,088 ロシア 1,944
米国 64 英国 66.9 217 インド 850
パキスタン 56 インド 41.7 158 エジプト 655
韓国 52 フランス 41.0 305 韓国 614
中略 中略 中略
ロシア 31 中略 パキスタン 475
日本 14 日本 45.1 143 日本 420
（資料）	 防衛省「平成24年版日本の防衛―防衛白書―』、陸・空は、IISS（2012）The Military Balance 等、海は Stephen	



























































































30）	パキスタン政府は、最近まで2007年 3 月にこの港の操業をシンガポールの PSA という運営会社に40年間行わせる契約を交わした
としていた。
31）	鄭和は出世後、 3 万人を自らの艦隊とともに引き連れて、交易を行い、貢物を獲得。軍威を示すために中東に向かったとされる。




































34）	 2011年 7 月25日、『ファイナンシャル・タイムズ』電子版。
35）	 National Intelligence Council	（2012）。
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